
　　　　　　

摂津市議会

駅前等再開発特別委員会記録

平成２１年２月４日

議 会 事 務 局



目 　 　 　 次

駅前等再開発特別委員会

２月４日

会議日時、場所、出席委員、説明のため出席した者、出席した議会事務局

職員、案件

 
1

開会の宣告

 
2

副市長あいさつ

委員会記録署名委員の指名
 
2

南千里丘まちづくりについて

 
2

説明（都市整備部長、都市整備部参事）

質問（三宅秀明委員、森西正委員、川口純子委員、野口博委員、柴田繁勝委員）

閉会の宣告

 
28



駅前等再開発特別委員会記録

１．会議日時

平成２１年２月４日（水）午前１０時　　　開会

　　　　　　　　　　　　午後　０時２分　閉会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長
 藤浦雅彦 
 副委員長
 山本善信 
 委　　員
 森西　正

委　　員
 川口純子 
 委　　員
 柴田繁勝 
 委　　員
 野口　博

委　　員
 三宅秀明

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

副市長　小野吉孝

市長公室長　寺田正一
 同室参事　吉田和生

都市整備部長　中谷久夫
 同部参事　小山和重
 都市計画課長　新留清志

同課参事　長江雅彦

１．出席した議会事務局職員

事務局次長　野杁雄三
 同局書記　湯原正治

１．案件

　　・南千里丘まちづくりについて
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（午前１０時　開会）

○藤浦雅彦委員長　おはようございます。

　ただいまから、駅前等再開発特別委員

会を開会します。

　まず、理事者からあいさつを受けます。

　小野副市長。

○小野副市長　おはようございます。

　南千里丘まちづくりにつきましては、

２２年度のオープニングということで現

在まで工事等すべて順調に推移をいたし

ております。

　それで、本日、駅前等再開特別委員会

に報告し、ご協議願います点につきまし

ては、都市整備部長の中谷並びに関係職

員から説明をさせたいと思っております。

　お手元の資料にございますように、た

くさん項目ございまして、例えば、旧総

合福祉会館の撤去のスケジュール、地元

説明、文化ホール前の整備でありますと

か、駐輪場の整備経過につきましても、

自転車が１，２００台以上、単車置き場

が１２０台での中での現状の推移なり、

また、境川の親水工事、現在２１年１１

月末をもって、まず大阪府から委託をし

ておる工事が終わってくると。そこにお

きます親水化の整備工事。

　それから、これだけの大きな事業でご

ざいますので、事業の計画変更が若干ご

ざいます。例えば、地元要望で中学校の、

ご存じのように防球ネット等の問題もご

ざいますし、市民に迷惑をかけないため

に迂回路をどうするかとか、数々の問題

を持っておりますので、それらについて

個々、具体的に説明をさせていただきま

して、その上でご協議をお願い申し上げ

たいというふうに考えておりますので、

よろしくお願い申し上げます。

　ありがとうございました。

○藤浦雅彦委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は、川口委

員を指名します。

　本日の案件の南千里丘まちづくりにつ

いて、説明をお願いします。

　中谷部長。

○中谷都市整備部長　おはようございま

す。

　各委員にはお忙しい中、本日はお時間

を割いていただき、ありがとうございま

す。

　ただいま副市長の方から言われました

とおり、南千里丘のまちづくり事業につ

きましては、皆様のご協力いただき順調

に推移いたしております。

　本日は、現在進めております南千里丘

のまちづくりにつきまして、現時点での

取り組み状況や今後の予定、それから、

事業の進捗の内容等の見直しが生じてお

りますので、それらの事柄につきまして、

報告並びに説明をさせていただきたいと

考えております。詳細につきましては、

担当の方から説明をいたしますので、ど

うぞよろしくお願い申し上げます。

○藤浦雅彦委員長　続いて、小山都市整

備部参事。

　それでは皆さん、見えるところへ移動

をお願いします。パワーポイントを使わ

れます。

○小山都市整備部参事　おはようござい

ます。

　それでは、南千里丘まちづくり事業に

関する状況の説明につきまして、ご説明

させていただきます。

　お手元に配付させていただいてる資料

と、参考資料と２部ご配付させていただ

いておりますけれども、先に資料の方か

ら、スクリーンを使いましてご説明させ

ていただきます。途中で地元説明用の参

考資料を使いながら説明させていただき

ます。よろしくお願いします。
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　それでは、資料の図面の右下に番号付っ

ております、１番の旧総合福祉会館等解

体撤去工事に関しまして、ご説明させて

いただきます。

　この図の右側、青線より右側につきま

しては、１期工事ということで、既に発

注しておりまして、昨年の夏に地元で解

体に関する説明会を開催させていただい

ております。青線より左側につきまして

は２期工事ということで、休日応急診療

所、その他、文化ホール前整備の工事を

次期発注してまいりたいと思っておりま

す。

　そして、地元の説明会のときには、業

者が決まりましたらもう一度説明会をし

てほしいということの要望がございまし

たので、今回、新たに２自治会に対しま

して、説明を行っていく予定をしており

ます。その予定としまして、香露園自治

会につきましては、２月９日月曜日です。

香和自治会につきましては、２月２０日

金曜日の予定で自治会長と調整を図って

おります。

　それでは、お手元に配付いたしており

ます参考資料、これを地元の方に配布い

たしますので、この資料に基づいて説明

させていただきます。

　資料の表紙には、解体工事説明会資料

と記載させていただいておりまして、下

の方に発注者、摂津市都市整備部都市計

画課とさせていただいております。施工

者は本間組・協同建設特定建設工事共同

企業体とさせていただいております。こ

の説明会につきましては、市が開催して

施工者から実際の工事内容を説明してい

ただくように予定しております。ここで、

簡単にこの説明の内容を説明させていた

だきます。

　１ページ目は工事の概要、２番としま

して、現場組織表ということで連絡先等

を記載させていただいております。

　そして右側につきましては、付近の見

取り図ということで航空写真を載せさせ

ていただいております。

　２ページ目は工事計画ということで、

仮囲いや工事車両の出入り口をあらわし

ております。真ん中の平面図で、赤の矢

印が工事用車両の出入りの方向を示して

おりまして、全体を赤で囲っております

けれども、これにつきましては、工事を

する際に仮囲いといいまして、鉄板で周

囲を囲むということで、工事現場から外

への騒音等防ぐように考えております。

左右の写真につきましては、事例写真や、

あるいは搬入計画については現場の写真

を添付させていただいております。

　３ページ目につきましては、解体工事

計画ということで中央に平面図を載せて

おりまして番号付っておりますけれども、

この番号順に建物を解体してまいる予定

でございます。１番から５番まで番号を

付らさせていただいておりまして、先に

階段部分、そして次に、２番の休日応急

診療所への歩道橋を取り壊すというよう

な順番で作業を進めてまいります。

　左右に添付しております写真につきま

しては、現況の部分をあらわした写真。

それと、事例写真を添付させていただい

ております。

　次に、４ページ目でございますけれど

も、これにつきましても、解体工事計画

ということで、３ページに続くものでご

ざいまして、中央の平面図につきまして

は６番から１２番までの番号を付らさせ

ていただいております。この順番に建物

を取り壊していくということで、左右の

写真につきましても、先ほどと同じよう

に現況あるいは事例写真を載せさせてい

ただいております。

　次に、５ページですけれども、アスベ
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ストの解体エリア及び撤去手順というこ

とで記載させていただいております。こ

れにつきましては、関係法令に基づき作

業を進めてまいります。ここでは、作業

レベル１ということで、旧総合福祉会館

の１階、３階、４階部分にあるアスベス

トの除去の進め方について記載させてい

ただいております。

　作業手順のステップ１ということで、

飛散養生ということでございます。室内

をビニールシートで養生し、外に飛散し

ないようにいたします。そして、アスベ

ストに飛散防止剤というものを散布いた

しまして飛散しにくくします。

　ステップ２の解体撤去ということで、

スクレーパーを使用して手作業でアスベ

ストを除去ということで、このスクレー

パーというのは、鉄のへらと思っていた

だいたら結構かと思います。その鉄のへ

らでアスベストをはぎ落として取り除き

ます。そして、取り除いたアスベストを

産業廃棄物用のポリ袋に二重に袋詰めし

まして、処理していきます。そして、室

内のアスベストを取り除いた後は、真空

掃除機を用いまして清掃を行ってアスベ

ストを除去します。

　そして、ステップ３につきましては、

分別、運搬、処理ということで、石綿廃

材は特別管理産業廃棄物として指定され

た処分場所に処分するということで記載

させていただいております。

　写真につきましては、すべて参考とし

て現実に作業されたものを載せさせてい

ただいております。右側につきましては、

福祉会館の位置にアスベストがある位置

を示させていただいております。

　次、６ページ目でございます。これに

つきましては、仮設計画ということで先

ほどもご説明いたしましたけれども、赤

の線と点線の部分がございます。この点

線の部分につきましては、住宅に近いと

いうことで仮囲いの高さが３メートル、

鉄板の高さが３メートルでございますけ

れども、その上にもう一段防音シートと

いうものを設置して、できるだけ音を外

へ逃さないということを工夫してまいり

たいと考えております。

　そして青の線につきましては、建物を

解体するときに防音パネルということで、

シートではなくもう少し防音性の高いパ

ネルで、その解体建物の周囲を囲って解

体していきます。工程的には２回に分か

れますので、体育館と旧総合福祉会館と

２回、組み立てるということで、事例写

真としましては左側の一番下の方で記載

させていただいております。

　そして、緑色の矢印につきましては、

解体工事中の歩行者動線ということであ

らわさせていただいております。ここで

は、旧総合福祉会館の中で一部歩道とし

て使ってる部分がございますけれども、

仮囲いで仕切ってしまいますので、旧総

合福祉会館の中を通る歩道につきまして

は通行止めとなる予定でございます。

　次に、７ページ目です。男女共同参画

センターへ通ずる歩道橋の鉄橋について

記載させていただいております。これに

つきましては、現在、警察との協議中で

ございまして、まだ確定しておりません

けれども、今の予定ではこのような状況

で進めたいと考えており、作業日数につ

きましては約３日間程度。この期間につ

きましては、夜間作業になる予定をいた

しております。

　そして、右側の下の写真に記載してお

りますけれども、学園町中央線の車道に

クレーン、重機が２台座りますので、こ

の部分につきましては、通行止めを予定

しております。通行止めとなるのは、今

のところでは２日間程度、夜間作業で作
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業を進めてまいりたいということであり

ます。

　次に、８ページ目のスケジュールでご

ざいますけれども、現在、地元説明会の

準備あるいは解体への準備作業行ってお

ります。先ほども説明をさせていただい

たように、９日と２０日に地元説明会を

行いまして、その説明会が終わり次第、

家屋調査あるいは仮囲い、そして、旧総

合福祉会館内にある本、食器等の備品類

を搬出しまして、その間にアスベストの

法的手続を行いまして、５月の初めごろ

からアスベストの除去、体育館の上部の

解体、引き続きまして旧総合福祉会館の

アスベストの除去、解体等、施工してま

いりまして、今のところでは８月の末ぐ

らいには建物本体がなくなるような状況

を考えております。その後、基礎杭、あ

るいは地中に埋まっている構造物を撤去、

探りながら撤去していきますので、おお

むね今から１年先の来年の１月ぐらいに

は更地化されるような状況になります。

その後、歩道橋の解体等を行いますので、

おおむね今から１年２か月ぐらい、来年

の３月には整地を終えて竣工してまいり

たいということで考えております。

　以上で、地元説明会の資料の説明を終

わらさせていただきまして、次に、お手

元の資料に戻っていただきまして、これ

からはスクリーンを用いまして、ご説明

させていただきます。

　資料の３番目の市民文化ホール前の再

整備について、ご説明させていただきま

す。当初は、基本設計の段階でございま

すけれども、文化ホールの下に駐車場が

ございます。そして、その上にはホール

前のたまり場がございまして、当初は経

済性を優先した考え方で整備計画を立て

ておりました。そのため、この出入り口

をそのまま活用して、現在の進入路で文

化ホールへの物の運び、駐車場への出入

りを考えて、歩道を約３．５メートルの

幅で整備する予定をいたしておりました。

そして、休日応急診療所の部分につきま

しては、人のたまり、あるいは駐輪場と

して整備をする予定でありました。

　そして、次、詳細設計でございますけ

れども、各課との協議の中で、ここだけ

のたまりでは非常に狭いということで、

何とか一体的なたまり場をとってほしい

という要望がありまして、それを検討し

た結果、この地下へ通ずる出入り口を、

現在は斜めになってるんですけれども、

それを真っすぐにかえて通路を優先的に

とっていく、機能性を優先という形で考

えました。文化ホールへの利便性、ある

いは安全性などから、車の出入り口を横

断しない。そして、幅を３．５メートル

から９メートルにかえて、機能性を優先

とした整備計画を立てました。そういう

ことによって、この出入り口の車両の進

入路を変更したということになっており

ます。この辺の構造物、擁壁等を取り壊

してやり直すということになりまして、

計画変更をいたしております。

　そして、残る保健センターの建物に対

する出入り口がここにありますけれども、

それに対するスロープも設置してほしい

ということで、このスロープも設置する

予定になっております。それともう１つ

は、ガスの移設につきまして、仮移設が

発生しているということになっておりま

す。ということで、文化ホール前の再整

備の変更が生じておるということであり

ます。

　次に、新駅周辺の自転車駐輪場の整備

について現在の計画をご説明させていた

だきます。

　市と阪急との協議の中でこの新駅の周

辺で何台、自転車置き場が必要かという
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ことで目標を立てております。自転車置

き場につきましては１，２００台以上、

原付置き場につきましては１２０台以上

の整備の目標を立てました。そして、現

在、現場で調整を行って確保できている

台数は、自転車置き場としては７８０台、

原付置き場としては７０台、そしてレン

タサイクルとしましては３９０台が何と

か確保できたというふうな状態でありま

す。自転車置き場につきましては合計で

１，１７０台、そして、原付置き場につ

きましては７０台ということで、目標値

には達しておりません。

　その場所につきましては、この鉄道よ

り北側で河川用地を使って１２０台。後

で詳細にご説明させていただきますが１

２０台、そして、黒田鉄工跡地のところ

で１７０台、そして、コミュニティプラ

ザの下で３９０台、そして、民間の建物

の中で１００台を駐輪場として、現在、

計画しております。

　そして、阪急にお願いいたしまして、

市と阪急と連携して、１２０台の単車置

き場を計画してるんですけれども、現在

では７０台しかとれないという状況になっ

ております。そして、このコミュニティ

プラザの前の多目的広場の用地でレンタ

サイクル３００台と書かせていただいて

おりますけれども、実際には稼働率とし

まして１．３倍くらい稼動するだろうと

いうことで３９０台を予定しております。

　次、詳細に、鉄道より北側の境川です

けれども、ここで１２０台の計画になり

ましたけれども、当初は２００台から２

５０台の計画をいたしておりました。地

元に説明に入ったときに、やはり、かな

り接近してのフェンスの設置になります

ので、直近の方からはできるだけ離して

ほしいという要望がございまして、離し

た状況で検討しますと１２０台しか確保

できておりません。この状況を警察で全

体的な説明いたしますと、南側は結構台

数がとれてるんですけれども、北側でちょっ

と少ないということで、何とか努力して

ほしいという警察の協議にもなっており

ます。

　次に、鉄道の南側でございます。これ

は千里丘三島線、これは、阪急京都線で

すけれども、ここにつきまして、駐輪場

を一部計画し、後で説明しますけれども

歩行者動線をこういうふうに考えており

ます。やはり、ここにも民家があります

ので、一部緑で植栽していきたいという

計画でございます。ここでは１７０台を

予定しております。

　次に、コミュニティプラザの部分でご

ざいますけれども、ここにつきましては

１階部分で駐輪場を整備してまいりたい。

その上につきましては緑で覆ったような

形になりますけれども、その軒下を借り

たような状況で駐輪場を整備してまいり

たい。これは、市の方で整備をしていく

予定でございます。台数としましては３

９０台を予定しております。

　次に、民間建物でございますけれども、

Ａ街区でございます。こちらが阪急京都

線になっております。そして、これが特

殊道路１号線ということで、これは区画

整理で整備してまいります。民間が、建

築計画の中で、総合設計制度で、自転車

置き場を１００台担保しますという約束

になっております。そして、その駐輪場

につきましては、市が無償で借りて市営

の駐輪場として、市が運営していくとい

うことで、現段階では口頭で了解いただ

いております。今後は、それに向けて文

章等で契約をしてまいりたいと考えてお

ります。

　次に、レンタサイクルでございますけ

れども、なかなか駐輪場用スペースとし
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て確保できないということもあり、また、

阪急としてもレンタサイクルを検討して

はどうかということで、市と阪急との協

議の中で、阪急も積極的にレンタサイク

ルを運営していくという、今の段階の協

議にはなっております。そして、阪急の

用地と市の用地を使って、３００台の台

数、それに稼働率１．３倍をかけますと

約３９０台の駐輪場置き場としての能力

があるということで、これも今後、前向

きに阪急と協議しながら設置してまいり

たいと考えております。

　次に、単車置き場でございますけれど

も、これが阪急京都線で大阪方面と京都

方面。そして、これが、千里丘南千里丘

線の坪井踏切でございます。この部分で、

阪急の軌道用地が残っておりますので、

これを何とか単車置き場に使用させてほ

しいということで、阪急と協議をしてお

ります。ここで、単車置き場を設置する

計画をいたしますと、約７０台ぐらいは

確保できるということで、現在、阪急と

調整をしております。ただ、目標の１２

０台に達しませんので、どこか周辺で残

りの５０台を確保していきたいというこ

とで、今、阪急との調整を図っておると

ころでございます。

　以上で、駐輪場と単車置き場につきま

しての説明を終わらさせていただきます。

　次に、バス停の新設計画ということで

す。駅ができれば駅前にロータリーがで

きます。このロータリーの中にバス停を

計画しております。タクシー乗り場、あ

るいは身障者用の乗降場所も計画してお

ります。これにつきましては、大阪府警

本部ともほぼ協議を終えておりまして、

このような形で、現在整備にかかってお

ります。そして、ここにつきましては、

路線バスの停留所。現在、２社が市内を

運営しているということで、近鉄バスと

阪急バスにアンケートをとりました。近

鉄バスにつきましては、このロータリー

の中には入らないということで回答をい

ただいております。そして、阪急バスに

つきましてはロータリーの中へ入りたい

ということで回答をいただいておりまし

て、バス停を確保しております。ただ、

ここにつきましては、フォルテのように

バスの基地という意味じゃなくて、バス

停でございます。普通の道路にバス停が

あるのと同じような考えでバス停を設置

していきます。そして、阪急バスにより

ますと、朝の７時から８時台のラッシュ

時につきましては、このロータリーには

寄らないということで、なぜ寄らないの

かということを言いますと、千里丘三島

線を千里丘の方へ抜けるときに、ロータ

リーへ一旦寄ると５分から１０分ぐらい

遅れてしまう。千里丘へ行かれるお客さ

んが、少なくなるだろうということでラッ

シュ時は真っすぐ抜けるということを聞

いております。

　そして、ここのバス停につきましては、

現在、この仮称コミュニティプラザ複合

施設を建設する予定であります。そのと

きに、公共施設巡回バスなどはどうする

のかということもありまして、府警本部

との協議では一応、ここにはバス停をと

れるように協議を進めております。これ

につきましては、今後、政策的な問題も

ありますので、各関係課と協議しながら

設置していきたいと思っております。

　それで、阪急バスがピーク時には寄ら

ないということでありましたので、じゃ

あどうしようかということで、先ほどの

とこなんですけれども産業道路踏切、こ

れが阪急京都線、千里丘三島線ですけれ

ども、黒田鉄工跡地の前で、用地を少し

切り込んだ形で歩道を曲げまして、ここ

にバスベイを設けて、ここで新設したい
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ということで大阪府警と調整を図りまし

た。その中では、ここに書かせていただ

いてるんですけども電光表示板で踏切注

意という看板があります。これと、ここ

に新たにバス停を設置したときの当面の

安全対策は必要だということのアドバイ

スいただいておりまして、これをクリア

できれば可能という回答はいただいてお

ります。市としてはこれを積極的に設置

する方向で検討しております。

　そして、市役所方面ですけれども、こ

れにつきましては、ちょうどここに細い

道路に入る交差点となっておりますので、

ここでバス停を考え、切り込みも考えた

のですけれども、警察の方では交差点内

や、あるいは駅から降りた人がどこを渡っ

てここへ来るのかということで、横断歩

道もない、踏切直近で渡らすこともでき

ないということで、市役所方面について

は、この付近でのバス停は無理だという

判断いただいております。じゃあ、どこ

かほかにないかということで現状のバス

停の位置をここにあらわさせていただい

ておりますけれども、青につきましては

現在のバス停の位置です。赤については、

今度、新設するバス停の位置です。これ

は、千里丘方面です。市役所方面をこの

千里丘側で考えた場合、どうしてもこの

辺になってしまう。そうすれば、この三

島幼稚園前のバス停と五、六十メートル

ぐらいしか変わらない。ここにちょうど

横断歩道がありますので、ここへ渡れば

三島幼稚園のバス停を利用すればいいと

いう大阪府警の判断はそういうふうな感

じになっております。それでは、旧総合

福祉会館の方で計画してはどうかという

ことでありますけれども、すべて細い道

路がございます。ここに、現在、店舗が

できてるんですけれども、ここでも歩道

の幅が非常に狭いです。民地を買収しな

かったらバスベイができません。そうい

うような状況の中で協議をしましたが、

市役所方面につきましては、非常に困難

だという判断をいただいております。

　以上で、バス停の計画については終わ

らさせていただきまして、今度は、千里

丘三島線から駅への寄り付きということ

で、もしバス停がここへできますと、こ

こから旧黒田鉄工のところに歩道をつく

りまして、丑川水路、境川を横断してい

ただいて改札口へ入る計画をいたしてお

ります。そして、こちらにつきましては、

ここに橋をかけますので、阪急の軌道敷

を使って歩道を整備し、橋を渡っていた

だいて改札口へ。あるいは、グランドハ

イツの方から来る方につきましては、こ

の境川の右岸を通っていただいて駅舎に

入っていただくというような歩行者動線

を考えております。

　そして、ここは後で説明させていただ

きますけれども、ここが、境川ボックス

化になりましたので、ここに橋を計画い

たしておりましたが、この橋については

設置を中止していきたいという予定で今、

整備を考えております。

　それと、この踏切につきましては、今

現在、工事中でありまして、産業道路踏

切の正雀方で３メートルの新たな歩道の

踏切を設置しております。これの工事に

つきましては、３月末をもちまして完成

させたい。これは、阪急に委託しており

ますけれども、３月末をもってこの踏切

を完成させると聞いております。そして、

茨木側につきましては、現在、歩道が約

７０センチほどしかございません。とい

うことで、非常に狭いのでこの赤の線で

書いておりますけれども、車道を正雀側

へ少し縮小しまして、現在の踏切の中で

歩道を２メートルに拡幅していきたいと

いうことで、警察とも協議を終わり、現
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在、工事も発注し、３月末の完成を目指

して工事を進めているところであります。

現在の予定では２月９日ぐらいから夜間

工事も伴いますけれども、現場に着手し

ていきたいと思っております。

　次に、事業における計画変更というこ

とでございます。赤で書いている部分に

つきましては、当初の計画から追加とい

うことで工事を変更しているところでご

ざいます。

　境川につきましては、大阪府の工事と

いうことで、後ほど説明させていただき

ますけれども、現在、境川の左岸側のこ

の部分で一部通行止めをし、迂回路で工

事をさせていただいております。この工

事はことしの８月末でボックス化の工事

が完了するということで聞いております。

その後、市の方で上部の親水化工事をし

まして、まちびらきに間に合わせたいと

いうことで考えております。

　もう１つは、先ほど説明しました、バ

ス停の整備を追加していきたい。そして、

踏切の茨木側で踏切の歩道部を拡幅する

工事を追加していきたいということで、

追加工事として考えております。

　そして、廃止ということでありますけ

れども、前回、この橋梁につきましては

議会でいろいろ議論いただきました。こ

の部分につきまして用地買収ができませ

んでしたので、阪急軌道敷を利用した歩

道整備計画に変えました。そのことによっ

て、この民間用地の買収費が今のところ、

使わないという状況になっております。

そして、もう１つは境川の河川敷でござ

いますけれども、ここについては、当初

の計画では大阪府は財政難から買収して

ほしいという状況であったんですけれど

も、何とか連続立体交差化までの暫定と

いう形で駐輪場を整備したいということ

で強く申し入れまして、無償で占用する

ことに口頭では合意いただいております。

そのことによって、この河川の買収費用

が今は不要となってきております。そし

て、先ほども説明させてもらった、ここ

に鉄道の上流側と下流側で橋をかける予

定をしておりましたけれども、このボッ

クス化ができたことによってこの橋を廃

止していきたいということであります。

事業の計画変更ということで今後、その

ような形で進めてまいりたいと思ってお

ります。

　次に、この南千里丘まちづくり全体に

かかわることでございますけれども、中

学校からの要望が上がっております。防

球ネットの新設、あるいは植栽を植え直

して欲しいという要望が出ております。

この千里丘南千里丘線につきましては、

道路課の方で現在工事を進めていただい

ておりますが、このグラウンドの周囲に

つきましては、区画整備事業、あるいは

まちづくり事業によって進めてまいりま

す。防球ネットの現在ある分については

当初から事業の中で移設等見込んでおり

ました。ただ、事業を進める中で、防球

ネットのない部分についても今まではダ

イヘンの工場ということで余り気にして

なかったんですけどもと、今後、こうい

うまちになるということで、もし、ボー

ルが出て、いろんな問題が起きることも

想定されるんで、防球ネットを追加して

ほしいという要望が上がっております。

　そして、植栽については工事によって

一部、撤去しなければできない部分もご

ざいます。ただ、すべてを撤去しなけれ

ばいけないということじゃないんですけ

れども、一部新設し、一部そのまま残っ

た状態では、やはりまちとしてのイメー

ジが悪いということで、全体的に同じ木

で植えてほしいと。これは今、教育委員

会との協議でございまして、これからＰ
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ＴＡと、あるいは中学校との要望もござ

いますので、どういうふうに変わるかわ

かりませんが、今のところ防球ネットと

植栽をしてほしいという要望が出ており

ます。

　そして、境川の親水化整備でございま

すけれども、この断面で説明させていた

だきますと、現状はこういう石積みの護

岸になっておりまして、水路がオープン

断面になっております。そして、底には

コンクリート張りのベースがございます

けれども、そのベースを割り、取り除き

まして、コマ基礎という基礎をつくりま

す。それをつくってから、この河川の断

面内にコンクリートのボックスを敷設し

ていくという工事を大阪府の方で発注さ

れております。そして、この内空断面と

しましては、幅が４メートル、高さが４．

３メートルのボックスを２つ割ったもの

を積み重ねて１つのボックスになるよう

な形で施工されていきます。そして、こ

の工事が完成した後、上部の親水化につ

いては市の方で施工してまいります。こ

れについては、今、詳細設計を進めてい

る途中でございますので、まだ、大阪府

との植栽計画についても協議が最終的に

詰まっておりませんので、この段階では

説明するような状況に至っておりません。

　ということで、現在、大阪府で発注さ

れてるのは、ここからここまでの約２４

０メートルです。ただ、ここでオープン

部分が残りますので、この部分について

も、あのままではやはり景観的に悪いと

いうことで、大阪府の方ではもう少し護

岸を修景的に整備し直したいということ

をお聞きしております。ですから、今現

在、工事発注されてる分以外で、ここを

整備されるということもお聞きしており

ます。

　そして、工事に伴う通行止めというこ

とで、現在も迂回させていただいており

ますが、境川のこの工事によりまして、

ここで矢板を打つ工事、上流部でも矢板

を打つ工事で、現在、進められておりま

す。矢板を打つ際にどうしても堤防上の

道路を使用します。ここに境川に階段が

ございますので階段を下りていただいて、

この千里丘三島線の歩道へ移っていただ

き、自転車につきましては、もとのダイ

ヘンの出入り口から、千里丘三島線の歩

道を利用していただくというような状況

で工事を進められます。

　この工事が終わりまして、市の親水化

整備に入りますと、全面的に境川を通れ

なくなると予想しております。そのとき

には、この丑川水路の、この阪急の地下

の部分の整備状況にもよりますけれども、

これが終わっておれば、踏切を渡らずに

旧黒田鉄工のところか千里丘三島線へ出

ていただいて、千里丘三島線の歩道を歩

いていただきます。どうしてもガード部

分のここで工事をしますので、現在、阪

急の軌道敷の中で工事をするために、用

地を借りてるんですけれども、ここを渡っ

ていただいて、３月には完成いたします

この新たな歩道踏切を渡っていただいて、

迂回していただくというような形で、今

後の工事に伴う通行止めに対する迂回路

ということで、対応していきたいと考え

ております。

　次に、最後になりますけれども、事業

のスケジュールということで説明させて

いただきます。

　上の方は、区画整理に関する工事でご

ざいまして、工事につきましては、おお

むね平成２２年のまちびらきまでには完

成させたいということで、事業を進めて

おります。

　阪急の踏切工事と駅舎工事でございま

すけれども、駅舎工事につきましても、
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まちびらきには間に合わすということで

阪急の方から聞いております。

　そして、これは駅へ通ずる境川にかけ

る歩道橋ですけれども、これも、駅開業

同時には完成するということで阪急に委

託しております。

　そして、産業道路の踏切の歩道踏切拡

幅ですけれども、これは、今年度いっぱ

いをもって完成するということで聞いて

おります。

　境川のボックスについては、先ほども

言いました、ことしの８月いっぱいでボッ

クス化が終わり、その後、上部の親水整

備につきましては、市の方でまちびらき

までに完成させます。

　そして、先ほども言いました通行どめ

につきましては、今後、随時状況が変わ

るかもわかりませんが、通行止めが発生

してまいりますので、先ほど説明したよ

うな形で迂回路をとってまいりたいと思っ

ております。

　そして、旧総合福祉会館の解体工事で

すけれども、これから１年２か月ほどか

けて、来年度末には旧総合福祉会館の撤

去を終えまして、その後、休日応急診療

所を、保健センターのリニューアルがあ

ると聞いておりますので、その間は休日

応急診療所が解体できません。その休日

応急診療所が移転した後、休日応急診療

所の撤去、そして、文化ホール前の再整

備という形で事業を進めてまいりたいと

思っております。

　学園町中央線につきましては、旧総合

福祉会館との関連がございますので、旧

総合福祉会館の解体状況を見ながら、間

髪いれずというんですか、工期を空けず

に工事を発注して、できるだけ早期の完

成目標を考えて整備を進めていきたいと

いうことで、事業を進めてまいりたいと

思っております。

　以上で、説明を終わらさせていただき

ます。

○藤浦雅彦委員長　説明が終わりました。

　この際、質問がありましたらお受けを

いたします。

　三宅委員。

○三宅秀明委員　おはようございます。

　まず、福祉会館の解体撤去に関するこ

となんですけれども、いろいろとご説明

されたように防音等ですね、配慮される

ということではあるんですけれども、南

茨木の旧ダイエー、今ラ・ムーになって

ますけれども、そこの駐車場が、道路挟

んだ奥にありまして、それが、少し前に

解体されたんですが、その解体工事で、

やはり、防音等の配慮されてたんですけ

れども、コンクリートの細かい破片みた

いなものが周辺に非常に飛散していたケー

スがありまして、これ私もたまたまその

辺を通りかかったときに、自転車のシー

トの上とかに降り積もっていたのを見か

けたことがあります。今回も、コンクリー

トなどの解体が入っておるかと思います

ので、そういった点も考えていかないと

いけないなと思うんですが、その点はこ

の工事で十分検討はされているのでしょ

うか。

　それと、駐輪場の整備についてなんで

すけれども、若干、目標値より数がまだ

足りていないということでありますけれ

ども、こういった自転車や原付の駐輪ス

ペースというのは大きい、小さい、もち

ろんそれは問題なんですけれども、そこ

にきちんととめていただくというのが一

番大事かと思うんですね。実際、現在、

千里丘の駅の方では、シルバーの方々が

誘導していただいて、地下駐輪場など新

しくできた駐輪スペースに置いていただ

いてますけれども。あれ、何もしなけれ

ば恐らく地上の近いところにあふれかえ
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るんだろうなというような思いがありま

す。恐らくこの現在の計画ですと、特に

原付の方が若干、駅から離れるようなイ

メージがありますので、路上なり、歩道

なりに歩道が拡幅されたらやはり、現在、

拡幅された歩道見ていただいたらわかる

んですけれども、車と同様に不法駐車に

なる懸念もあります。こういった点も、

現在どのように考えておられるのか。

　以上、２点お伺いします。

○藤浦雅彦委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、三宅

委員のご質問にご答弁させていただきま

す。

　旧総合福祉会館解体に伴うコンクリー

トの破片の飛散について、どのように対

策を考えておられるのかということであ

りますけれども、今の段階では、防音パ

ネルというものを設置することによって、

建物全体を見えなくするというんですか、

見えなくなりますので、その破片が外に

飛び出るということはないんではなかろ

うかと今のところでは考えております。

　それと、駐輪台数不足している中で、

不足すれば放置自転車は多くなるんじゃ

ないか、その対策はどう考えているのか

ということでありますけれども、市とし

ましてもやはり、周辺につきましては不

法駐輪禁止区域という形で設定してまい

りたいと交通対策課とも協議しながら進

めております。それでも、不法駐輪がや

はり予測されます。そういう中で、今後、

市として不法駐輪をなくす対策としまし

てどのようにしていくかということも、

今後の課題として早急に詰めていきたい

と考えております。

　また、もう１つは民間の部分におきま

しても公開空地等も設置されますので、

その辺のことにつきましても、民間とど

のように協力していくかということも、

調整してまいりたいと思っております。

○藤浦雅彦委員長　三宅委員。

○三宅秀明委員　２点、いずれも一定の

ご答弁いただいたと思います。

　その福祉会館の方なんですけれども、

建物全体を防音パネルで覆うということ

で大丈夫であろうというふうなご答弁で

あったかと思うんですけれども、これは、

天井も覆うという意味でしょうか。とい

いますのも、先に申し上げました駐車場

の撤去の際も横といいますか、建物の周

囲はもちろん一定程度の高さのある防音

壁で、防音のシートですか、覆っていた

んですけれども、やはり、風が吹いたり

したときに解体作業中の粉じんが舞い上

がっていたというふうな事例を見たんで

す。そういうことで、今回このような質

問をしたんですけれども、そういった点

についてはどのように、先ほどのご答弁

でも上も覆うんであればそれは、それで

いけるかとは思うんですけれども、もし、

そうでないのであれば、今後、そういっ

た対応策も考えていくべきであるという

ふうにこれは提案をいたしておきます。

　駐輪スペースにつきましても、まだ、

いろいろ協議をされてる段階でもありま

すので、これが１００％の確定ではない

ということですので、今すぐに何か申し

上げるべきではないと思いますので、い

ろんな方面からの対策をしていくべきで

あるというふうなことを申し上げておき

ます。

○藤浦雅彦委員長　提案でしたけれども、

答弁があれば。

　小山参事。

○小山都市整備部参事　旧総合福祉会館

の解体に伴う天井の部分の覆いというの

は現在では考えておりません。この天井

部分からの飛散というのは、今後、業者

にもそのようなことがないように、ある
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いは散水しながら取り壊すようにという

ことで指導してまいりたいと思っており

ます。

　そして、駐輪場につきまして、現在は

不足しております。今後、もう少しこの

周辺で１，２００台以上のスペースを確

保できるように何とか努力していって、

できるだけ不法駐輪を少なくしたいとい

うような形で考えております。また、そ

のことにつきましても、できるだけ各関

係課と調整をしながら進めてまいりたい

と思ってますので、よろしくお願いしま

す。

○藤浦雅彦委員長　森西委員。

○森西正委員　まずは、旧総合福祉会館

の解体の件ですけれども、２月に家屋調

査をされるということですけれども、そ

の家屋調査の範囲はどの程度の範囲まで

されるのか、その点をお聞かせいただけ

ますか。

　それと、千里丘三島線に北行きに新設

のバス停をということで、南行きは困難

であるということですけれども、実際に、

三島幼稚園とか文化ホール前があると。

これは新設をするという、その距離的な

部分がありますけれども、それで、距離

が短いですけれども、それでも新設をし

ていくのかですね。新設をした場合には、

三島幼稚園のバス停と文化ホール前のバ

ス停をそのまま存続をしていくのかです

ね。

　次に、この南行きの部分というのは、

仮に、新しくバス停が北行きは新設され

たと、南行きは新設されないということ

になると、文化ホール前のバス停に利用

していただくか、三島幼稚園前のバス停

を利用していただくかというような方向

で進めていくのか、その点、今、現段階

で考えておられる点をお聞かせいただけ

ますか。

　それと、駐輪場の件なんですけれども、

駐輪場のこの計画図を見てますと、駅の

南側にはかなりの駐輪台数がありまして、

この北側は今現在１２０台ということで、

実際、自転車を乗られる方の心理的な部

分でいきますと、やはり改札に近いとこ

ろにとめたがるというところがあれば、

北側のこの駐輪台数が少ないんですけれ

ども、南側に行けばということなんです

けども、乗られる心理的な部分からする

と、やはり、北側にとめたいと、近いと

ころでとめたいという方が多く出ると、

北側にやっぱり自転車があふれてしまう

と、周辺にあふれてしまうということが、

やはり危惧されるんですけれども。その

点、さらにやっぱり進めて、用地ですね、

なかなか難しかったというふうなことで

すけれども、その点、今後も探していく

とか、そういうふうな部分はいかがです

かね。

○藤浦雅彦委員長　それでは、答弁お願

いします。

　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、３点

ほどご質問あったと思います。

　１点目の旧総合福祉会館解体に伴う家

屋調査でございますけれども、今の計画

の中では旧総合福祉会館に接してるとい

うんですか、面している建物を対象に調

査を進めてまいりたいということで考え

ております。

　そして、２点目のバス停でございます

けれども、南行きのバス停については、

今後、どうされるのかということなんで

すけれども、阪急と協議の中で、片方、

千里丘方面のバス停があって南行きがな

くってもバス停は設置するという考えを

阪急バスの方からはいただいております。

そして、三島幼稚園側に近づいたときに

どうするのかということでありますけれ
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ども、警察の協議の中ではやはり、横断

歩道の近いところということで、協議に

なっていきます。そうしますと、三島幼

稚園とかなり近いような状況になります

ので、その場合でしたら阪急バスとして

は新設はいかがなものかと。二の足を踏

むというのですか、ちょっと難しいよう

なイメージを言われてます。

　それを、そうしたら移設できるのかと

いうことになりますけれども、その移設

の場合はその前の方のことも関係してき

ますので、市としては非常に難しいのか

なと思っております。歩道を切り込むと

いうことは今の段階ではできませんので、

今の車道を使ってのバス停というのは難

しいという警察協議になっております。

　そして、文化ホール前、要するに旧総

合福祉会館前の方へ行きますとどうかと

いうことでありますけれども、これにつ

きましては、交差点というんですか、細

い道路が香露園の方から出てきておりま

すので、その間でバスベイを設けるとい

うのは非常に困難ということで警察の方

からお聞きしております。そういったこ

とで、この間、南行きのバス停について

は、今の段階では市としてはあきらめざ

るを得ないという判断をしております。

　そして、駐輪場計画でございますけれ

ども、南側は多少台数が確保されてるけ

ども北側が少ないと、警察との協議の中

でもそのようなことは指摘されておりま

す。そのことで、更地の権利者の方、２

人に駐輪場として貸してほしいというこ

とで、二、三回、協議に行きましたけれ

ども、計画があるということで用地は貸

していただけませんでした。まだ市とし

てもこの付近は足らないと判断しており

ます。そういうこともありまして、何と

かこの付近で駐輪場用地を確保していき

たいと、今後も探していきたいというこ

とで思っておりますので、よろしくお願

いしたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　森西委員。

○森西正委員　家屋調査に関しては、１

連ですか。もしこれから、今、地元説明

等に入ったときに、もう少し家屋調査を

してほしいという声があった場合にそれ

はされていくのか、その点お聞かせいた

だけますか。また、この説明会終わった

後でも、私もというような要望があれば

それも受けていくのかお聞かせいただけ

ますか。

　駐輪場の件は、やっぱり千里丘とか正

雀を見ますと違法駐輪といいますかね、

周辺に自転車を数多くとめているという

ことで、うちの市もかなり今まで千里丘

なんか特にそうですけれども、ああいう

ふうな形で大きな問題にもなった点もご

ざいますので、北側でぜひとも新しい部

分、確保していただくようにご努力いた

だきますよう、よろしくお願いしたいと

いうふうに思います。

　それと、バス停ですけれども、実際に

駅ができて北行きは新設をして、そこか

ら、駅に近いということですけれども、

仮に今度、駅に降りてきて、文化ホール

とか三島幼稚園という形になった場合に

利用される方というのがなかなか納得を

されないという部分も出てこようかとい

うふうには思いますので、なかなか今お

話を聞くと難しいという部分はあります

けれども、その点何とか解消ができるよ

うに再度、検討していただくと、ご努力

していただくということで、お願いした

いというふうに思います。

○藤浦雅彦委員長　小山参事、先ほどの

バス停の件ですけど、ラッシュ時以外は

中のロータリーに入ってくるということ

も交えて、ちょっと説明を追加していた

だけますか。
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　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、２回

目の質問にご答弁させていただきます。

　旧総合福祉会館解体に伴う家屋調査で

ございますけれども、地元説明会のとき

に要望が上がったらどう対応するのかと

いうことでございます。これにつきまし

ては、どの範囲からということで、どの

方が要望されるかわかりませんけれども、

これについては、その場か、日を改めて

でも調整をさせていただいて、その対応

をしてまいりたいと思っております。

　そして、バス停につきましては、朝の

７時台から８時台になろうかと思います、

ピーク時とお聞きしております。駅前広

場には寄らない。ただ、それ以外は駅前

広場に寄って、これは夕方も寄るという

ことを聞いております。朝のピーク時は

寄らないということで、バス会社からは

そういうふうにお聞きしております。

　バス停の新設につきましては、踏切よ

りも市役所側では、かなり交差点が多く

て警察は安全上そこでは問題があるとい

うことで指導いただいております。そし

て、千里丘側につきましては、歩道のバ

スベイを切る、あるいは踏切の遮断時間

の関係もございまして、千里丘三島線、

横断歩道があるのは三島幼稚園の近くで

ありますので、そこを利用していただく

ということは、そこに近い方がいいだろ

う。踏切に近くにすれば、当然、踏切直

近で横断する人が多くなりますので危険

性が伴います。どうしても場所につきま

しては、三島幼稚園側になってしまうと

いうことであれば、二、三十メートルの

間でバス停の設置ということになります

ので、ここにするのは非常に困難かなと

思っております。警察にはその状況も説

明させていただいて、もう一度、協議は

させていただきますけれども、市として

は非常に困難かなとは思っております。

○藤浦雅彦委員長　川口委員。

○川口純子委員　旧福祉会館と体育館の

撤去工事のところの６ページのとこです

が、特にスクールゾーンになっていると

ころに対する安全対策についてはどうい

うふうにされるのか、お聞きしておきた

いと思います。これは、ほかの部分でも

そうなんですが、ちょっと全体的にスクー

ルゾーンに対しての安全対策はどういう

ふうに確保していくのか。ここちょっと、

もう一度ご説明いただきたいと思います。

　それから、南千里丘の方ですが、市民

文化ホール前の再整備ですね。これの基

本設計と詳細設計、これの中でかなり大

きく変更になっているわけです。この中

で基本設計のときには駐輪場が詳細設計

のときよりもかなりたくさん確保されて

たと思うんですが、これはどういうふう

に詳細設計なった中で駐輪場の確保につ

いては台数的にはどんなふうになるのか

ですね。台数書いてないので、この変更

の中身を教えていただきたいと思います。

　それから、もう少しこの市民文化ホー

ルの出演者のための地下駐車場があって、

下は空間になってるというか、そういう

ところに歩道整備するとかいうことにこ

れ、なってると思うんですが、もう少し

詳しく説明してください。

　それから、自転車駐輪場ですね。先ほ

ども森西委員が質問されておられました。

北側駐輪場ですが、境界よりできるだけ

離してほしいという住民の方の要望もあっ

たというふうにおっしゃいました。２５

０台の計画で１２０台ということなんで

すが、警察の方からふやすように言われ

てるということで協議をしていきたいと

いうことですが、どんなめどを持ってい

るのかですね。２５０台確保するという

ことでどういう変更が出たのかですね。
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そのことについてもお聞きしたいと思い

ます。

　それから、Ａ街区の民間建物の自転車

駐輪場を自転車１００台分と、それから、

阪急軌道用地の原付のところ７０台とい

うふうにおっしゃったんですが、これは

Ａ街区で２０階建てのマンションが建つ

わけですよね。この中での住民の人たち

の駐輪場やそういうのは、別にあったと

思うんですが、確認をしておきたいと思

います。

　それから、先ほど説明ありましたよう

に、自転車が目標が１，２００台で今１，

１７０台。レンタサイクルの３９０台を

入れて１，１７０台ということなんです

が、レンタサイクルというのも、かなり、

ＪＲの駅なんかを見ていると利用されて

る方も多いと思うんですが、やっぱりき

ちんとした自転車駐輪場というのはレン

タサイクル以外にも必要ではないかなと

いうふうに思うんですけれども、その辺

のめどはどんなふうに考えておられるの

か。まだまだ、手探りの状態なのかです

ね。駅が２２年の春からまちびらきです

から、ほんとにもう時間がないと思うん

ですけれども、その辺のめどはどんなふ

うに考えておられるのか。原付自転車も

そうですが、そこのところもう少し構え

をお聞きしておきたいなと思います。

　１２ページのバス停の新設計画ですけ

れども、先ほど小山参事は公共施設巡回

バスも検討するようなことをおっしゃっ

て、バス停場所を予定しているというこ

とで言われましたけれども、これは、阪

急バスがラッシュ時には寄らないけれど

もそのほかは寄ると、そういう中で公共

施設巡回バスのバス停についても一応、

予定をしているということなんですが、

その辺の関連というか、本当にこれはき

ちんと確保できるのか、そこはまだ検討

段階なのかお聞きしたいと思います。公

共施設巡回バスが入るのであれば、阪急

バスがわざわざ寄らなくてもいいんでは

ないかなというのも思ったりするんです

が、その辺はどうなんでしょうか。

　駅への寄り付きの部分の１５ページの

資料ですけれども、これについては、先

ほども言いましたように子どもたちの通

学道路として歩道が、ことし３月末まで

に歩道を確保するということになろうと

してると思うんですが、これについては、

ここの安全対策ですね。これはどういう

ふうに考えておられるのか、そのことも

お聞きしたいと思います。

　それから、１７ページの第一中学校か

らの要望ということで、防球ネットと中

木植栽ということなんですが、これは第

一中学校からの要望なんでしょうけれど

も、Ａ街区に２０階建てのマンションが

建つ。その以降もＢ街区、Ｃ街区とずっ

とマンションしか建たないわけですね。

そういう中で、例えば、吹田の千里丘の

開発については学校側からも住民からも、

風ですね、ビル風と言いますか、そうい

うことについても要望が上がってるんで

すね。防球ネットと中木植栽、これだけ

で、例えば、子どもたちのプライバシー

の方ですね。２０階建ての建物が運動場

を見渡せるような形で建っていくわけで

すが、そういうことなんかについては要

望が出てないのかどうかですね。それ確

認をしておきたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、川口

委員のご質問に対してご答弁させていた

だきます。幾つかあったと思うんですけ

れども、順を追って答弁させていただき

ます。

　初めに、旧総合福祉会館解体に伴う通

学路の安全対策について、もう少し説明
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してほしいということであります。

　この資料の中の６ページ目ですね。こ

れを用いまして説明させていただきます。

今、言われているのはガランド水路側の

通学路のことかと思っておりますが、こ

の仮囲いにつきましては、旧総合福祉会

館の敷地内で仮囲いをしまして、ガラン

ドの水路の歩道につきましては通行どめ

をする予定ではございません。ですので、

仮囲い施工時にはガードマンを配置しな

がら仮囲いを設置してまいりますが、そ

の以後はガードマンは配置いたしません。

ちょうどこの部分になるんですけれども、

敷地内で配置してまいります。そして、

どうしてもこの部分で解体時に危険性が

考えられる場合はガードマンを配置して、

このガランドの反対側の車道のところを

子どもを通らすように現段階では考えて

おります。ここにガードマンを配置しな

がら、その歩行者の安全を確保して通る

ように考えております。

　ほかのところにつきましては、保健セ

ンターの横の市道を通りますので、直接

この解体には影響はないかなと思ってお

ります。

　そして、千里丘三島線のところにつき

ましては、学園町中央線の南側の歩道を

利用していただくような形で、現状も中

学生、高校生はこの辺を通っているとい

う状況になっておりますので、そのよう

に今の段階では考えております。また、

どうしてもこの辺でそういう危険な状況

が生じます場合には、中学校、小学校と

協議させていただきながら、ＰＴＡある

いは保護者の方とどういうふうな対応策

をとるのかということも、今後、協議し

ながら進めていきたいと。今の段階では

仮囲いを敷地内に立てまして、ガランド

の水路のところを通っていただくという

ことで考えております。

　次に、文化ホール前の再整備でござい

ますけれども、これは当初の基本設計の

計画でありました。この文化ホールの地

下には七、八台とめられる駐車場がござ

います。そして、かなりのスロープで駐

車場の方へ入るようになっておりますの

で、ここには擁壁、ここにも擁壁で、か

なり深い擁壁がございます。これを取り

壊すことによってかなりの費用がかかる

ということで、当初はこれを利用しよう

ということで経済性を優先した設計をし

ておりました。それで、その場合でも３．

５メートルの歩道は確保できるというこ

とで、人の通路が確保できるということ

でこのような整備させていただきました。

駐輪場としまして、ここで約１００台ぐ

らいを予定しておりました。その中で今

回、詳細設計ではこの通路を、例えば、

イベントのときに多くの人が一度に通行

できるように歩道を広くしたいというこ

とで９メートルの幅を確保しております。

ということと、その歩道確保するために

進入路を変更せざるを得ないと。この地

下に入るために斜めに設置されている擁

壁を一度取り壊して、もう一度真っすぐ

に擁壁をつくり直します。それによって、

ここの空間が生まれてくるということに

なります。ここに木が植わっていますけ

れども、この木のホールというんですか、

一部いすもつぶしまして、グレーチング

等をかけまして、ここを広く使えるよう

に考えていきます。そういうことで、こ

こに擁壁をつくります。

　駐輪場台数につきましては、ここでも、

計画では１００台。同じような台数が確

保できます。足りなければ、この９メー

トルの幅をもう少し狭めた形でとれば、

もう少しの台数が可能になるというよう

な状況になっております。そういうこと

で、駐輪台数については、既存の旧総合
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福祉会館の下の駐輪場、基本設計の駐輪

場、詳細設計の駐輪場計画についてはほ

とんど数字的には変えておりません。

　そして、次に、文化ホール前の駐車入

り口の説明については、今説明したよう

な形で地下へ入る駐車場出入り口を真っ

すぐに変えたということで、３点目にな

ろうかと思いますが、それで説明させて

いただきます。

○藤浦雅彦委員長　川口委員。

○川口純子委員　文化ホール前の駐輪場

は、もうなしなんですね。基本設計に出

てるでしょう。それで、詳細設計で消え

てるでしょう。

○藤浦雅彦委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　ここにつきまし

ては、この保健センターや各課との協議

の中で、現在、ここに医師会等の駐車場

がありましたが、それを確保してほしい

ということで再整備詳細設計の中では、

ここではその駐車場はとれません。この

駐車場につきましては、休日来られる患

者の方の駐車場を確保いたします。その

ために、医師会用等の駐車場につきまし

ては、こちらの方で確保していきたいと

いうことで、ここでの駐輪場は今のとこ

ろ予定しておりません。この中で駐輪場

を確保していきたいということで、計画

を進めております。

　そして、次、４番目でございますけれ

ども、南千里丘のまちづくりの中で線路

よりも北側の駐輪場が少ない。当初の目

標は２００台から２５０台という目標を

立てておりました。現状は、約１２０台

ということで目標を立てております。そ

して、その目標に対する足らない部分に

ついてどのようなめどを立てているのか

というご質問だったと思います。それに

つきましては、ちょうど境川を挟んだこ

ちらで工事用に借りてるんですけれども、

この方にも駐輪場で貸してほしいという

お願いもしておりました。また、この橋

よりも上流側の方でも空き地があるんで

すけれども、その方でも貸してほしいと

いうことで再三行きました。でも、予定

があるということで、断られております。

そういった中で、この駐輪場と一体的に

整備できるどこか、場所を探しながら、

もう何十台かでも確保したいということ

で、場合によっては建物が建っていても

協力願えないかということで検討してお

り、今後、探していきたいと考えており

ます。まだ、どこの家をどうとか、どこ

の場所をどうとかというめどは立ってお

りませんけれども、今後、それの調査し

ていきたいというふうに考えております。

　そして、Ａ街区の自転車置き場１００

台でございますけれども、これは民間の

方で担保していただきますが、これは、

マンション用の駐輪場とは併用しており

ません。これは、あくまでも市の専用と

いうことで別に設けられております。こ

れを市が無償で借りまして、市営駐輪場

として運営していきたいというふうになっ

ております。

　６番目ですけれども、自転車駐輪場の

整備が１，２００台で足らないと。レン

タサイクルも見込んでるけれども、もう

少しふえたときどうするのかという話で

ございますけれども、駅ができてすぐそ

の需要予測に達するということも、ちょっ

となかなかないのかなと思いますが、た

だ、そう言っていても、最終的な目標を

たてておかなければいけませんので、こ

れから北側においてもどれだけ用地を借

りれるのか、あるいは買収できるのか、

その辺を見ながら南側でもその用地も探

していきたい。あるいは阪急とも協議し

ながら何とか用地を使えるところがない

かという話も進めていきたいと、そのよ
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うに思っておりまして、最終的にも１，

２００台以上の駐輪場の台数は確保して

いきたいと思っております。単車置き場

につきましても同様に何とか近くで用地

を探しながら、目標台数の１２０台を確

保したいということで考えております。

　７番目のバス停でございますけれども、

ここのバス停につきましては、あくまで

も大阪府警本部との協議で、いずれはコ

ミュニティプラザ複合施設ができれば、

そういう需要が出るだろうと。新たに協

議に入るんじゃなくて、今の段階でバス

停だけは確保しておこうということでご

ざいます。今後、ここにバスを入れるか

どうかにつきましては、これから政策推

進課、あるいは交通対策課と協議しなが

らどのような形で進めるかについては協

議していきたい。とりあえず、このスペー

スだけは確保しておきたい。もし、バス

停ができるんであれば、すぐ設置できる

ような状況で考えていきたい。もう入ら

ないのであれば、このバスベイは設置し

なくて、そのまま通過するというような

考えでいきたいと。とりあえず、場所だ

けは確保しておきたいということであり

ます。

　それと、８番目の駅への寄り付きでご

ざいますけれども、踏切の対策、安全対

策。例えば、この丑川水路、ここの歩道

整備、丑川水路は今、幅としましては１．

８メートルのガードになっておりますけ

れども、これを３メートルに拡幅する予

定をしております。その場合には、当然、

ここの部分が通行どめになりますので、

歩行者はここを通っていただいてこの新

たに新設した踏切を通っていただいて千

里丘三島線へ行くと。ということで、こ

の踏切が完成した以後、ここの部分の工

事をする予定しております。通学路等の

安全対策につきましては、教育委員会等

に協議させていただきまして、この安全

対策どのようにしていくのかというのも

協議していきたいと考えています。当面、

その期間は、例えばガードマンで対応し

なさいという話になるのかその辺も教育

委員会と協議して進めていきたいと思っ

ております。

　次に、９番目の最後の中学校の要望と

いうことで、民間の建物に対して子ども

のプライバシーということであります。

この民間開発に対する中学校のプライバ

シーの件につきましては、中学校と教育

委員会と建築主とでの間で開発協議の中

でいろいろ調整されてると思います。こ

の辺につきましては、都市計画課として

は詳しい状況はわかりませんけれども、

プール等については一定、目隠し等をし

ていくということで調整しているという

ことを聞いております。ビル風とか、あ

るいは上部の方からグラウンドをのぞか

れるということにつきましては、直接、

教育委員会と建築主と調整されてるとい

うことはお聞きしております。

○藤浦雅彦委員長　今の件、部長の方か

ら補足できますか。

　中谷部長。

○中谷都市整備部長　中学校のプライバ

シーということで、プールがマンション

から見られるかなということで、プール

に対して目隠しを教育委員会から要望さ

れております。これにつきましては、当

部といたしまして、事業主と教育委員会

等との話し合いをするようにと指導して、

今現在、話を進められているところでご

ざいます。

○藤浦雅彦委員長　川口委員。

○川口純子委員　境川の北側駐輪場なん

ですが、これが当初の計画から変わった

んですかね。２階建ての駐輪場で台数で

言うと予定よりも減ってると思うんです
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けれども、その辺はどうなって、計画が

ちょっと変わってきてるのかを聞きたかっ

たんですが、それも確認をしたいと思い

ます。

　あとの件につきましては、都市整備部

がこの南千里丘まちづくり開発を行って

いくわけで、そういう中でのいろいろな

影響が出てくるわけですね。だから、実

際に工事が始まったりすると、その施工

業者であるとか、そういうところにこれ

までもそうですけれども、市民の人たち

がやっぱりいろんな要望を出されるとき

に都市整備部がやっぱりきちんと対応し

ていっていただきたい。コーディネート

して関係の業者にも指導するとか、そう

いうことをやっぱりきちんと窓口を開い

ておいていただきたいなとそういうふう

に思うんです。

　第一中学校や学校の通学路の安全対策

とか、そういうことについても教育委員

会などが話をするということでもあるん

ですけれども、やはりこの開発に伴うい

ろんな影響で関係する問題ですので、そ

の辺についてはしっかりと担当の方で状

況もつかんでやっていただきたいと、要

望しておきたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　北側の駐輪場計

画の整備台数の変更についてでございま

すけれども、ここにつきましては当初、

２００台から２５０台整備できればとい

うことで計画しておりました。その段階

では、この敷地際まで駐輪場整備をする

ということで計画しておりました。この

計画をもちまして、ここの方とここの方

に説明に伺っております。そうしますと、

このマンションですけれども、ほとんど

同じところに１階の窓があります。１階

で住んでおられるんですけれども、そこ

が完全に隠れてしまうというような状況

になります。のぞかれないように目隠し

をすると、１階部分が完全に見えなくなっ

て日が当たらないような状況になります。

こちらの方も１段低いんですけれども、

地盤を上げた時点でもう１階部分がほと

んど隠れるような状況になります。その

上に目隠し板を設置しますと、２階の窓

ぐらいが見えなくなってしまいます。そ

のことは、この２人の方にはご説明させ

ていただきました。同時に、この阪急の

駅舎のことも説明させていただきました。

ここでは、この駅舎の屋根が７メートル

ほど上がりますので、２階の屋根とほぼ

同じぐらいの高さとなります。そういう

ことから、どうしても１メートル５０か

ら２メートルは最低空けてほしいという

要望がございまして、それを空けまして、

ここを緑地にしますと、どうしても１２

０台ぐらいしかとれないというような状

況になって、今、もう少しふやす努力を

しているという状況になります。先ほど

ご説明忘れてた点ということでさせてい

ただきます。

　そして、南千里丘のまちづくりへの状

況なんですけれども、これにつきまして

は、市、大阪府、阪急電鉄、それと民間

が発注する工事につきましては、月１回

定期的に会議を市の方で開催しておりま

す。そういう連絡会を毎月、開催してお

りまして、これで１２月と１月と２回、

開催しました。地元の状況は、どういう

状況になっているか工事進捗状況、まち

びらきに向けての工事調整を行っており

ます。その中で市民からの要望がどのよ

うな状況が出ているかということも把握

しながら全体会議を開催して進めている

状況であります。

○藤浦雅彦委員長　川口委員。

○川口純子委員　北側駐輪場の件は最初

からわかってたことですよね。最初から
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わかってたことで、結局こういう要望で

やっぱり対応せざるを得ないということ

なんですから、やはり北側の駐輪場、先

ほどからの論議の中でもやっぱり絶対的

に足らないということで、いろんな市民

の人たちの声に沿って対応する、配慮す

るというのは当然必要ですから、やはり

そこにあふれかえるというようなことが

ないように次に早く手を打っていくとい

うことも必要だと思いますので、また地

域の人たちから要望出てくれば、やっぱ

りきちんとそれも対応、変更できるもの

であればしながら、また確保していくと

いう努力をしていただきたいとそういう

ふうに思います。

　それから、聞き忘れたんですが、市民

文化ホール前のこの解体の基本設計と詳

細設計の変更になることですね。ちょっ

と金額的にはどれぐらいの変更が出てく

るんでしょうか。もしわかれば、それだ

け確認して終わりたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　文化ホール前の

再整備にかかわる変更点についての金額

的なものでございますけれども、今現在、

詳細設計中でございまして、ガスの移設

につきましては、仮移設が伴いますので、

おおむね５００万程度は増額というのは

把握しておりますけれども、まだ、上面

の再整備でございますが、それにつきま

しては、まだ詳細に把握しておりません

ので今の段階では幾らぐらいというのは

わかりません。よろしくお願いします。

　プラスになるのは間違いないと思いま

す。

○藤浦雅彦委員長　野口委員。

○野口博委員　そしたら、幾つかちょっ

とお尋ねをしたいと思うんですが、細か

い問題、また後から聞かせていただきた

いと思います。

　１つは地元説明会の問題です。去年は

２回やっていただきましたけれども、大

変、参加者が少ないということがありま

すので、地元自治会とも相談していただ

きながらたくさんの方が参加できるよう

に努力をまずしていただきたいと。

　その中で１つは、アスベスト問題です

ね。レベル１ということで、この間、報

告がありますけれども、今日のそういう

環境問題の中で、改めてアスベストの問

題についてわかりやすいように説明資料

も添えて、こういうことでやるというこ

ともありますけれども、アスベストその

ものの問題についても、きちっと説明で

きるようにしていただきたいと。

　ちょっと別の問題で、今、地元では２

０１１年７月問題がありまして、いわゆ

る文化ホールを共聴アンテナを通じて、

いわゆるアナログ放送を受けてる、そう

いうところがたくさんこの辺もあります

し、それに対してどういう対応していく

のかということが地元で関心事でありま

す。今回の問題とは別の問題であります

けれども、基本的な方向づけは質問があっ

た場合はお答えできるように準備方はし

ていただきたいと。

　２つ目の問題は今、金額の問題出まし

たけれども、ちょっと確認の意味で再度

お尋ねしますが、コミプラの前に予定さ

れている３９０台の南側駐輪場について

は市の施工なんですね。そういう説明だ

と思うんですけれども、そうであれば答

弁結構です。

　今回の、福祉会館の第１期、第２期と

いうことも関連しながら、いろいろ変更

も含めて検討されてますけれども、いわ

ゆる過去コミプラの備品なども２億数千

万とかいう話もありましたけれども、現

時点で、いわゆる４４億円の全体工事と

比較して大体どれぐらい見てるのか、ちょっ
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と聞いておきたいと言います。

　それと、駐輪場の問題であります。そ

の１，２００台ということが当初の計画

でありましたけれども、いわゆる千里丘

駅が約４万人台の乗降客ということで、

今回推定は阪急の駅ができて１万２，０

００だったと思いますけれども、そのい

わゆる駐輪場の１，２００台だとか数を

決めた根拠といいますか、改めて聞いて

おきたいと。今、論議されている少なく

とも出発時にこの問題について、いろん

な矛盾が生じない取り組みが当然必要に

なりますので、そういう点で北側の問題

もありますけれども、そういう根拠から

含めて改めて聞いておきたいと思います。

　それと、今回説明がありませんけれど

も、コミプラそのものの問題の取り組み

状況がどうなっているのかということで

１回、現時点でお聞かせをいただきたい

と思います。

○藤浦雅彦委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　コミプラの駐輪

場につきましても市が施工するというこ

とで、市のもともとの４４億の中には施

工費が含まれております。駐輪場整備で

ございますけれども、外側については別

ですけれども、中のラックとか設備とか、

そういうものについてはもともと範囲に

含んでおります。

　それと、コミプラの備品につきまして

は、私の方で答弁できませんので、駐輪

場の整備計画の１，２００台につきまし

て、ご答弁させていただきます。

　これにつきましては、阪急電鉄、そし

て交通対策課、都市計画課と協議いたし

まして、阪急電鉄により各駅の事例を調

査した結果を報告いただいております。

その中でフォルテ摂津の状況も把握した

中で、その乗降客数と見合う台数という

ことで約１，２００から１，３００台が

妥当であろうと。これは、阪急と市と協

議した結果であります。それに基づいて

最低１，２００台は必要ということで、

整備目標を１，２００台で定めて、その

目標台数に達するように今、用地を探し

ているという状況になっております。

○藤浦雅彦委員長　吉田参事。

○吉田市長公室参事　そうしましたら、

私の方から今、ご質問いただきましたけ

れども、今回、都市計画サイドからご説

明させていただいてる内容ではございま

せんけれども、ただ先ほどコミュニティ

プラザの前に予定してる前にバスの停留

とかいろいろな課題もございますので、

その状況について若干ご説明をしたいと

いうふうに思っております。

　まず今、コミュニティプラザは仮称で

ございますけれども、複合施設の今の設

計というか検討の状況といたしましては、

各所管から意見、要望等、相当出てまい

りまして、それを設計にすべて反映して

いくということも踏まえ、さらに昨年、

まちづくり懇談会の方でこういうふうに

使いたい、こういう設備が欲しいとかい

うようなご要望もいただきながら、今、

設計に反映をしていただいているという

状況であります。

　また、新たに前回の駅前等再開発特別

委員会でもご答弁申し上げましたように、

コンベンションホールにつきましても、

どこまでのレベルがというのは非常に難

しゅうございますけれども、ある程度、

多目的な施設として舞台をですね、ステー

ジを設けながらそれに必要な設備を投下

していくというようなことの、一つの一

定の我々の市長の方からのご判断もいた

だいておりますので、そのあたりをやは

り設計に反映することによって、梁の構

造が変わるなり、やはり加重がかかりま

すので、そのあたりを今、反映してほし
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いということを要望を求めて向こうも了

解の中で設計に反映していくということ

で今、取り組んでいただいている状況で

あります。

　ただ、構造的なものも含めまして、今、

大阪府の方に事前協議として一度相談に

上がる予定をもうされているということ

で、近々、構造的なものも含めまして事

前協議に入られるというふうに思ってお

ります。

　特に先ほど委員からもご質問ありまし

たように４４億の総事業費、これは補助

金も入れてすべてのお金でございますけ

れども。ただ、コミュニティプラザにつ

きましては、これ別途の施設でございま

すので、この枠の中に備品は含まれてお

りません。前もご説明申し上げましたよ

うに、４４億以外にコミュニティプラザ

の費用としては別途必要であるというふ

うに考えており、各所管、男女共同参画

センターとかシルバー人材センターとか、

そして保健センター等々の施設が今後、

複合化されますので、また、市民からの

要望等も踏まえまして、そのあたりの備

品を調整し、今、最終的な調整に入って

いると。その中で改めて総費用、備品、

設備、そして舞台関係にかかわる費用等

も含めまして、また改めてご説明させて

いただける時期があろうかというふうに

考えております。

○藤浦雅彦委員長　先ほどの全体金額の

話については、新年度予算に関連してい

るところについてはちょっと事前審査に

当たりますので、差しさわりのない範囲

の中で答弁お願いいたします。

　中谷部長。

○中谷都市整備部長　総事業費につきま

しては、４４億内で備品等を除きまして、

４４億におさめられると考えております。

　これから、今、小山の方から説明しま

したように、廃止、追加等の事業ござい

ますので精査していきますけれども、４

４億内でおさめていけると考えておりま

す。

○藤浦雅彦委員長　野口委員。

○野口博委員　駐輪計画の感想なんです

けど、いわゆる駅もつくると。そして、

だだっ広いところに開発を進めていくと

いうこういう状況の中でね、えらいその

つぎはぎでこういう形で配置せざるを得

ないのかというそういう疑問が単純にあ

るわけです。

　千里丘駅東口にＪＲの場合も最初確保

できなくて苦労しました。そういう教訓

も踏まえて、今回の状況見た場合に何で

そんなに苦労するのかなという気もして

おりますので、出発時にきちんと予定ど

おり配置できるように努力をしていただ

きたいということでお願いをしておきた

いと言います。

　細かい問題、１点だけですね。資料の

ナンバー１５で先ほどちょっと単純な疑

問を持ったんですが、この旧黒田鉄工の

前に北行きのバス停が今、つくろうとし

ておりますけれども、そこで例えば降り

て人間の動線があります。この赤でずっ

と動線を書いておりますけれども、丑川

水路側に来たところで、また、南側にこ

う西側といいますかね、図面的には。こ

う、ぐるっと回っておりますけれども。

自然に考えれば、このバス停のところの

動線で真っすぐ境川を越えて、直線で直

角に、駅のレンタルサイクルの予定のと

ころに動くというは自然なんですけれど

も、先ほどいろんな取り組み状況、途中

経過もありましたけれども、そう考えた

らおかしいのかどうかというのをちょっ

と聞かせていただきたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、今の
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質問についてご説明させていただきます。

　当初は、この部分に橋をかけて真っす

ぐこちらから駅舎の方へ寄り付くような

ことで計画いたしておりました。なぜこ

のようにこちら側の方へ迂回するのかと

いうことでありますけれども、この境川

のボックス化が実現した段階で、ここに

境川のオープン断面いうんですか、法面

からボックスになるために、どうしても

水が上から流れてきますと、急に断面を

変えますと水の流れが悪くなりますので、

すりつけ部分というのを必ず設けなけれ

ばいけません。この工事を今、ここでし

ておりますけれども、この部分に当たっ

てくるという状況になります。そして、

高さ的にもかなりこのガードのところか

ら出てきたときには非常に低い位置にか

かりますので、このスロープを下げなけ

ればいけない。そうすると、スロープが

ずうっとこの辺まで延びてしまうという

状況になります。そういうことを考えて

いきますと、ここでちょうど旧黒田鉄工

の今の地盤と境川にかかっているこの道

路の高さがちょうどここで同じ高さになっ

ています。ですから、ここの水路を暗渠

化することによってすぐ渡れるというよ

うな状況になりますのでこちらを渡って

いただくと。それを、ここから一気にこ

う、橋をかけることはここのすりつけ部

分、あるいはここより橋をかけることに

よって、ここの旧黒田鉄工を盛り上げな

ければいけない。そうすると、この民家

が逆に低くなるような状況になります。

もう１つは、道路との関係でこの道路を

もっと下げなければいけない。それが、

どんどんスロープが延びていくというこ

とで、ここでの橋を設置することを断念

したということです。

　ボックス化をすればこの上を少し回っ

ていただくんですけども、このボックス

の上を有効に利用していただいて渡って

いただくと。スロープにつきましては、

この辺にスロープが出てきますので、こ

う渡るか、こちらから若干遠回りになる

んですけれども、寄りつけます。そして、

コミュニティプラザの駐輪場の入り口が

ここになります。そういうことで、渡っ

ていただいて直接、駐輪場へ入れるとい

うようなことで考えております。

○藤浦雅彦委員長　柴田委員。

○柴田繁勝委員　先ほどから、たくさん

の皆さんがお聞きになりました。私もちょっ

と福祉会館の解体のことで、先ほど森西

委員も聞かれてたんですが、解体に入っ

て一番心配するのはやっぱり付近への影

響ということがあると思うんです。

　過去にうちも味生体育館ですかね、何

かのときの解体だったか、地盤改良でし

たか何かのときに周囲からかなり問題が

出て悩まれたという経過があったいうよ

うに記憶してます。

　特にこの福祉会館などは、出てる部分

の解体というのはそんなに難しくないけ

ど、根の部分というか、基礎の部分の解

体のときにはかなり地響きがしたり、い

ろいろなことで周辺にやっぱり大きな影

響を与える。また、周辺はそれで何か自

分の家はつぶれるんじゃないかと、こう

いうような危惧を抱かれる人もあると思

うんです。そういうことで、事前の調査

というのは非常に綿密にしておく必要が

あると思うんで、これは先ほどもご答弁

いただいておりましたように思うんで、

私も心配から言うんですが、こういうこ

とが後日、派生してきて、あのときにも

う少し調査をしておけばよかったとか、

いろいろなことが出てきたのでは行政も

大変しんどい部分が出ますので、今考え

られる部分は十分、考えをしていただい

て、コンプライアンスというんですか、
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法的にやっぱりこの程度は当然しとかな

いかんのだというようなことがあるので

あれば、それも十分配慮しておいてほし

いと。これは１つ要望します。

　それから、次に今度、先ほどからも当

初の計画から今度新しい再整備の計画の

中で変わってきまして、進入口等も変わっ

てきました。これは、私は歩道の部分を

これだけ広くとってゆったりと会館へ入

れるような配慮をされたということは、

これは確かにいいことだと思います。そ

の脇に駐輪場をつくられてるということ。

ただ、１つは文化ホールが最近ですけれ

ど、商業演劇などで大型バスだとか、１

０トン車クラスの大きな車を持ち込んで

機材を搬入するとかいうようなことも、

過去、今日はどっかの発表会だなという

ときにきてたような経緯があると思うん

です。今後また、この文化ホールを有効

活用するときに商業演劇等を導入すると

きにこういうことへの、この横づけとい

うのが大変大きな問題になってくると思

うんですが、そのときにはできれば一番

いいのは、道路からエル型に入れればい

いんですけれど、これクランクにこう入

りますね。こういうときに、そういう大

型車でも十分、問題なく入れるのかどう

かということが、ちょっとこれこの図面

から見たら心配になるんですが、その辺

の配慮は十分、文化ホールの有効活用、

また今日までの自動車等の入ってきた経

過なども計算され、考えられた上でのこ

の設計をされてるのかどうかということ

を聞かせてほしいと思います。

　それから、先ほど何回も北側の駐輪場

のことですね。これにつきましては、以

前あそこ視察に行かせていただいたとき

の境界が非常に接近してると。これは、

マンション側なりそれなりの方から若干

のクレームが出るのかなという危惧はあ

の時点で私はしてたんですがね。そうい

う配慮もあって、いろいろと話し合いの

中で実際のところよりも１メートル何ぼ

かのセットバックをしなければならんと

いうことですので。

　これ、正直なところ、あのマンション

そのものも本来ならもう少し広くとって

おかれるべきじゃないのか、筒いっぱい

まで建物が建ってて、これ民民の話であ

れば例えば、５０センチ控えておられれ

ば、５０センチこっちも控えれれば法的

に問題がないと、こういう判断もできる

んでしょうが、今回の場合こうした公共

事業でもあり、近所のご理解もいただく

ということ、また、プライバシーが阻害

されるということから、控えてくるとい

うことはいたし方ないことかなと。しか

し、それだけ駐車台数が減っていくんで

すけれども。

　もう１つは、その残りましたところを

先ほどは、緑の何かを植えると言われる

んですね。これも大事なことやと思うん

です。だけど、我々が見てあの狭いとこ

ろへ、１メートル２０、３０のところへ

まず緑植えられて、これ確かに植えた当

座はよろしいですけども、その後の維持

管理だとかいろいろなことを考えたとき

に、その狭いとこで十分な維持管理が市

としてできるんだろうかと。グリーンベ

ルトをつくることは大事ですし、少しで

もそういう緑をあそこでつくりたいとい

うことの発想はいいんですけれども、あ

の狭いところにグリーンベルトつくられ

て本当に今後、枯れ木の問題とかいろい

ろなことも含めて、またそのクレームも

出る気はせんのかというようなことも含

まれますので、私はその辺も配慮され、

考慮されて、緑が一番悪いとは思いませ

んよ。それは一番いいんだろうけれども、

後々の維持管理なども含んで、もう少し
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検討する必要があるんではないのかなと

いうことと。先ほど１台でも多くおきた

いということであれば、そこのところの

やっぱり話し合いがもう少し前へ進まれ

てもいいのではないかというふうに思う

んですが、いかがなものでしょうかとい

うことが２点。

　ちょっと最後、余談ですけれども、２

０階建てのマンションができてプールの

方とか学校施設が丸見えになるというこ

とで、今度、教育委員会の方でプールに

ついてはちょっとのぞかれないように、

目隠しをつくるということなんですが、

これは、この間、実はこの話は地域であ

りまして、そういうこと言うてはるねん

けど、ほんなら何でも囲わないかんのか

ということで、子どもが健全に泳いでる

ようなところが見られて悪いんやろかと。

それも、１つの大きな意味での社会とし

て子どもの動きということにもあるのや

ないかというようなことが出たり、また、

中学生やったら、それはもう大分、成人

に近くなってといろいろなこともあるか

らその辺の配慮はいるべきやとか、こん

な議論が実はありましてね。そりゃ更衣

室のようなところは囲わなあかんけど、

あとはオープンでもいいんじゃないのか

というようなことも言うてる人もありま

した。これは一つの考えです。

　だから、その辺も含めて、今後、教育

施設としてこういう建物が建ったときに

はこういうふうに１つのガードをしてい

くんだというような基準的なものを、こ

こだからする、あそこだからどうだとい

うことやなしに、１つそういうものもい

るんではないのかなということもありま

すので、１つ、あくまでも私がこの間そ

ういう話の中に少しあったものですから、

ちょっと考え方として申し上げておきま

す。

　これは、どうしてくれということでは

ありませんので。この３つだけご答弁お

願いします。

○藤浦雅彦委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、文化

ホール前の再整備に伴う大型車の寄り付

きでございますけれども、スクリーンを

使いましてご説明させていただきます。

　この再整備に当たりましては、各関係

課と現地を立ち合いして調整をしてまい

りました。当初はこちらから進入して斜

めに横づけで大型車がつくということで

お聞きしておりまして、今回はこちらか

ら入ってバックで真っすぐ後ろの方につ

くと。担当課の方から聞きますと、大型

車は主に後ろの方から荷物を出し入れす

るので、このような状況で大丈夫ですと

いうことで、寄り付きにつきましても、

軌跡を検討した中でも大丈夫ということ

は出ております。前回の立ち合いでも、

できれば安全サイドで設けてこの部分は、

隅を切るんじゃなくて、構造物をつくら

ないでほしいという要望も出ております。

この辺も今後、変えていきたいと思って

おります。そういうことで、大型車がも

う少しスムーズに入れるようには、考え

ていきたいと思っており、今の大型車進

入についてはそのような状況で今、設計

を進めているところでございます。

　そして、北側の駐輪場の残りの部分に

ついて、緑地という考えを持っているん

だろうけどもということなんですけれど

も、これにつきましては、やはり近隣の

方と協議しながらどういう形が一番いい

のかというのは相談させていただきたい

と思ってます。ただ、今は土のままとか

舗装であれば管理は楽なんですけれども、

後の暑さとかいろんな面でどのようにな

るのかというのがありまして、それは、

隣接される方と調整していきたいなとは
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思っております。

○藤浦雅彦委員長　中谷部長。

○中谷都市整備部長　プールの目隠しの

件でございますけれども、この分につき

ましては、確かに見られる方の感じ方と

いうものがございます。それを、見られ

る方はどのようにしてほしいかというの

は個々によって、人によって違うと思う

んですね。このような公共施設の場合は

当然、それを教育委員会が代弁して、事

業主である方とどういう要望をされ、そ

れが実際に実現できるかどうかというこ

とになってこようかと思いますけれども。

　都市整備部といたしましては、あくま

でも個人事業主とそれから隣接する施設

とのお話の中でどういうふうにするかと

いうのを決めていかれるのが筋だと考え

ております。だから、場所によって、と

ころによっていろいろとやり方、される

範囲というのは変わってこようかという

ふうに、基本的には当事者同士がお話し

合いをしていただいて解決していただく

ということで考えております。

○藤浦雅彦委員長　柴田委員。

○柴田繁勝委員　最初のこの大型バスと

その搬入のときのことですが、ちょっと

この辺見たときに、前は横にこうとまる

計画やって、今も横にとまってますわ、

今でもね。それが今度、たてになるとい

うことで、おっしゃるとおり荷物の出し

入れは後ろまたは横ということになりま

すので、それはバックで入ってきた方が

入りやすいのかなと思いますが、やっぱ

りここのところ歩道もありますし、これ

をバックで入れるときに、だれか１人こ

う誘導もつかないかんやろし、大変難し

いとこだなあという感じはしますので、

今後、ここでこんな入りにくいところお

まへんわということのないように、でき

るだけのこの範囲の中で配慮できるとこ

ろはしてあげてほしいという。今、隅切

りする建物をできるだけ建てないように

して、少しでもコーナリングがしやすい

ようにするということですか、ひとつお

願いしておきます。

　それから、北の方の駐輪場のことです

けれども、難しいですわね。ただ私は、

その残った土地が十分活用はできないに

しても、管理の問題等も含めて本当に何

がいいのか。仮にそういうことになった

ら、その一部を民間にお貸しして何かす

るということにでもするのか、それとも、

うちの方で全部管理するのか、ここらが

これネックになってくると思うんですよ。

もっと大きな土地余ってくれてたら利用

度も高いんですけれど、わずかなところ

ですからね。ただ、緑をつくるという基

本的な考え方は私はいいと思ってますの

で、この辺も含めて一つご協議を十分し

てほしいということを要望しておきます。

　それから、先ほど最後、部長がおっしゃっ

たように、確かに学校側というか、利用

者側とマンション側との間に今後、嫌な

思いがするようなことがないように今か

ら配慮してくれということでの協議の中

で、一定の目隠しと言うんですか、つく

るということですから、私はこれは、そ

れでいいと思っているんです。ただ、先

ほど言うたように、そんな議論もありま

すよというような話をちょっとしただけ

のことでね、それだから基本的にどうす

るのかというような基本もいるのかなと

思ってお尋ねしたんですが。

　学校側とマンション側との間に十分な

議論がなされて、考えがめぐらされれば

その方向で進めてもらいたいということ

は私の考えでもあるということを述べて

おきます。

　以上で終わります。

○藤浦雅彦委員長　ほかにどなたかござ
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いますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○藤浦雅彦委員長　ないようですので、

以上で質問を終わります。

　これをもって、本委員会を閉会します。

（午後０時２分　閉会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

駅前等再開発特別委員会

　委員長　　　藤 浦 雅 彦

駅前等再開発特別委員会

　委　員　　　　川 口 純 子
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